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編 集 後 記
本号の特集は，吉原重美先生に企画いただき『アレルギー
の up to date』（前編）と題した，アレルギー医療の最前線を
探る内容です．近年，アレルギー疾患の発症率は世界的に増
加しており，その背景には地球環境やライフスタイルの変化
が深く関わっています．アレルギーの発症メカニズムの根本
は，特定のアレルゲンに対する体内免疫系の過剰反応です．
最近の研究で注目すべきは，アレルギー特異的な免疫療法
や，抗体薬に関するバイオテクノロジー技術の進展で，将来
的には個別化されたオーダーメイド治療が進み，一人一人を
ターゲットに，副作用を抑えた最適なアレルギー管理が期待
されています．
そもそも日本にスギ花粉症が多い背景には，戦後の木材不
足を解消するために多くの天然林が成長の早いスギに植え替
えられた歴史があります．平成 24 年の林野庁データによる
と，スギの人工林は日本の森林面積の 18％，人工林面積の
44％を占めるそうです．増え続けるスギ花粉に対して，全国
のスギを伐採すればという意見もありますが，膨大な植林ス
ギがクリーンエアーを掌るCO2 増加を削減してくれている
実情もあるのです．

本号が皆さまの手元に届く頃，世界はフランスのパリ
2024 オリンピックに湧く時期でしょう．日本はスギ花粉症
の多い国ですが，スギの少ないフランスではスギ花粉症は稀
です．しかし国が変われば病も変わり，フランスでは樺の
木，トネリコ，ヒノキ，ポプラ，ヤナギ，オークなど，フラ
ンス特有のアレルギー疾患があるそうです．
オゾン層の破壊と地球温暖化の影響で植物の花粉の飛散量

が増加し，全世界的に様々な花粉のアレルギーが増加してい
るのです．アレルギー疾患の根本的解決を志すことは，持続
可能な未来の地球環境の在り方に対する包括的アプローチと
考えても過言ではありません．なぜなら現代社会のシステム
は様々な「つながり」で形成されているからです．一つ一つ
は小さくとも，科学的事実を文字データに情報として残すこ
とは，未来に繋がることです．DJMSは医科学をメインに幅
広い分野を網羅するプラットフォームです．どうぞ会員諸氏
が経験された示唆に富む知見を，本誌にご投稿くださいまし
たら幸いです．
� （今高城治）
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